
地方独立行政法人広尾町国民健康保険病院 第３期中期目標 の概要 

 

広尾町国民健康保険病院は、昭和３５年の開設以来、町内唯一の入院病床を持つ医療

機関として町民の命と健康を守ってきました。しかし、近年の急速な人口減少や、病院

に対する町民ニーズの変化などから医業収支が悪化し、町全体の財政運営に重大な影響

を及ぼしかねない状況になったことから、平成３１年４月１日に経営形態を地方独立行

政法人へ移行し、地域医療ニーズに応える医療を提供してきました。 

「第３期中期目標」は、令和９～１２年度までの４年間に国保病院が達成すべき目標

を示すものであります。有識者で組織する評価委員会の意見を聴いた本案に、町民の皆

様からの意見等も参考に、検討・修正を加え、議会の議決を経て決定されます。 

議会の議決後は、国保病院で中期目標に沿った４年間の中期計画、さらに毎年の年度

計画を策定し、病院経営を引き続き行うことになります。 

 

○ 中期目標の期間  令和９年度から令和１２年度までの４年間 

○ 業務運営に係る具体的な目標 

１．町民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する事項 

・町立病院としての役割（救急医療体制の充実、地域医療の維持、疾病予防・重症

化予防の取組、災害対応力の充実強化、地域包括ケアシステムの推進 等） 

・医療水準の向上（医療職の人材確保と人材育成） 

・患者サービス 

・医療の質の向上（医療安全対策の徹底、法令の遵守） 

・医療施策推進における役割の発揮（保健・福祉行政との連携 等) 

２．業務運営の改善及び効率化に関する事項 

法人運営管理体制の確立、効率的かつ効果的な業務運営 

３．財務内容の改善に関する事項 

持続可能な経営基盤の確立、収入の確保、費用の削減 

４．その他業務運営に関する重要事項 

町からの財政支援、医療機器の整備 


